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 ２ 死 亡 

死亡したときの年齢が15歳未満を除いた死亡について、死亡したときの就業状態別、

職業別及び産業別にみると次のとおりである。 

(1) 就業状態別、性別にみた死亡 

平成 22 年度の死亡数を就業状態別にみると、総数 121 万 5772 人のうち、有職が 12

万 2791 人、無職が 99 万 2974 人となっている。（平成 17 年度の前回調査は、総数 106

万 9209 人、有職 13 万 4641 人、無職 85 万 1755 人） 

これを男女別にみると、男の死亡数 64万 1816 人のうち、有職が 9万 2032 人（14.3％）、

無職が 49 万 3262 人（76.9％）となっている。（前回は、有職 10 万 3982 人（18.0％）、

無職 42 万 4736 人（73.7％）） 

一方、女の死亡数 57 万 3956 人のうち、有職が３万 759 人（5.4％）、無職が 49 万

9712 人（87.1％）となっている。（前回は、有職３万 659 人（6.2％）、無職 42 万 7019

人（86.6％）） 

また、性・年齢階級別にみると、男は「25～29 歳」から「50～54 歳」までの年齢

階級で有職のほうが高いが、それ以外の年齢階級では無職のほうが高くなっている。

女はすべての年齢階級で無職のほうが高くなっている。（表４） 

 

表４ 年齢階級別にみた性・就業状態別死亡数及び構成割合 －平成22年度－ 

年　齢 総数 有職 無職 不詳 総数 有職 無職 不詳 総数 有職 無職 不詳

総　数 1 215 772  122 791  992 974  100 007  641 816  92 032  493 262  56 522  573 956  30 759  499 712  43 485

　15～19歳  1 444   213  1 041   190   939   164   665   110   505   49   376   80

　20～24  2 694   877  1 380   437  1 919   696   907   316   775   181   473   121

　25～29  3 367  1 374  1 435   558  2 347  1 059   894   394  1 020   315   541   164

　30～34  4 755  1 903  2 088   764  3 084  1 434  1 149   501  1 671   469   939   263

　35～39  7 605  2 918  3 490  1 197  4 893  2 195  1 892   806  2 712   723  1 598   391

　40～44  10 243  3 890  4 802  1 551  6 643  2 940  2 645  1 058  3 600   950  2 157   493

　45～49  14 661  5 573  6 921  2 167  9 540  4 214  3 872  1 454  5 121  1 359  3 049   713

　50～54  22 160  8 234  10 896  3 030  14 741  6 368  6 266  2 107  7 419  1 866  4 630   923

　55～59  38 983  12 884  20 934  5 165  26 844  10 450  12 697  3 697  12 139  2 434  8 237  1 468

　60～64  68 055  15 108  44 962  7 985  47 400  12 131  29 534  5 735  20 655  2 977  15 428  2 250

　65～69  83 139  11 833  63 016  8 290  57 443  9 337  42 117  5 989  25 696  2 496  20 899  2 301

　70～74  111 097  11 763  89 585  9 749  74 134  9 288  58 180  6 666  36 963  2 475  31 405  3 083

　75歳以上  846 814  46 216  742 373  58 225  391 347  31 754  332 404  27 189  455 467  14 462  409 969  31 036

　不　詳   755   5   51   699   542   2   40   500   213   3   11   199

総　数 100.0 10.1 81.7 　　　　 … 100.0 14.3 76.9 　　　　 … 100.0 5.4 87.1 　　　　 …

　15～19歳 100.0 14.8 72.1 　　　　 … 100.0 17.5 70.8 　　　　 … 100.0 9.7 74.5 　　　　 …

　20～24 100.0 32.6 51.2 　　　　 … 100.0 36.3 47.3 　　　　 … 100.0 23.4 61.0 　　　　 …

　25～29 100.0 40.8 42.6 　　　　 … 100.0 45.1 38.1 　　　　 … 100.0 30.9 53.0 　　　　 …

　30～34 100.0 40.0 43.9 　　　　 … 100.0 46.5 37.3 　　　　 … 100.0 28.1 56.2 　　　　 …

　35～39 100.0 38.4 45.9 　　　　 … 100.0 44.9 38.7 　　　　 … 100.0 26.7 58.9 　　　　 …

　40～44 100.0 38.0 46.9 　　　　 … 100.0 44.3 39.8 　　　　 … 100.0 26.4 59.9 　　　　 …

　45～49 100.0 38.0 47.2 　　　　 … 100.0 44.2 40.6 　　　　 … 100.0 26.5 59.5 　　　　 …

　50～54 100.0 37.2 49.2 　　　　 … 100.0 43.2 42.5 　　　　 … 100.0 25.2 62.4 　　　　 …

　55～59 100.0 33.1 53.7 　　　　 … 100.0 38.9 47.3 　　　　 … 100.0 20.1 67.9 　　　　 …

　60～64 100.0 22.2 66.1 　　　　 … 100.0 25.6 62.3 　　　　 … 100.0 14.4 74.7 　　　　 …

　65～69 100.0 14.2 75.8 　　　　 … 100.0 16.3 73.3 　　　　 … 100.0 9.7 81.3 　　　　 …

　70～74 100.0 10.6 80.6 　　　　 … 100.0 12.5 78.5 　　　　 … 100.0 6.7 85.0 　　　　 …

　75歳以上 100.0 5.5 87.7 　　　　 … 100.0 8.1 84.9 　　　　 … 100.0 3.2 90.0 　　　　 …

注：構成割合の就業状態の総数には就業状態不詳が含まれる。

死　亡　数　（人）

構　成　割　合　（％）

総　　　数 男 女
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平成 22 年度の死亡率（人口千対）を就業状態別にみると、総数が 11.1、有職が 2.1、

無職が 22.6 となっている。（前回は、総数 9.8、有職 2.2、無職 19.2） 

これを男女別にみると、男の死亡率は 12.1 で、有職が 2.7、無職が 31.5 となっている。 

一方、女の死亡率は 10.1 で、有職が 1.2、無職が 17.7 となっている。 

また、性・年齢階級別にみると、男女ともほとんどの年齢階級で無職のほうが高くなっ

ている。（表５） 

 

表５ 年齢階級別にみた性・就業状態別死亡率 －平成22年度－ 

　　　　（人口千対）

年　齢 総数 有職 無職 総数 有職 無職 総数 有職 無職

総　数  11.1  2.1  22.6  12.1  2.7  31.5  10.1  1.2  17.7

　15～19歳  0.2  0.3  0.2  0.3  0.4  0.3  0.2  0.1  0.2

　20～24  0.4  0.2  0.7  0.6  0.4  0.8  0.3  0.1  0.5

　25～29  0.5  0.3  1.1  0.6  0.4  2.2  0.3  0.1  0.6

　30～34  0.6  0.3  1.3  0.7  0.4  3.3  0.4  0.2  0.7

　35～39  0.8  0.4  1.8  1.0  0.5  5.1  0.6  0.3  1.0

　40～44  1.2  0.6  3.1  1.5  0.8  7.9  0.8  0.3  1.7

　45～49  1.8  0.9  5.2  2.4  1.2  12.6  1.3  0.5  3.0

　50～54  2.9  1.4  7.9  3.9  1.9  19.4  2.0  0.7  4.4

　55～59  4.5  2.1  9.9  6.2  2.9  25.2  2.8  0.9  5.1

　60～64  6.8  2.7  11.3  9.6  3.6  22.6  4.0  1.3  5.8

　65～69  10.1  4.0  13.2  14.6  5.1  22.4  6.0  2.2  7.2

　70～74  15.9  7.5  18.2  22.9  9.6  28.5  9.9  4.1  10.9

　75歳以上  59.8  33.5  62.6  73.2  38.1  80.3  51.7  26.6  53.1

注：就業状態の総数には就業状態不詳が、年齢階級の総数には年齢不詳が含まれる。

総　　　数 男 女
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(2) 就業状態別、職業別にみた主要死因別死亡 

平成 22 年度の男の死亡について就業状態別に主要死因別構成割合をみると、有職、

無職とも最も多いのが悪性新生物で、有職が 38.8%、無職が 32.0%となっている。（前

回は、有職 38.6％、無職 32.9％） 

悪性新生物の占める割合を職業別にみると、最も高いのが「管理職」で 44.5%、最

も低いのが「保安職」で 31.4%となっている。 

悪性新生物に次いで多い死因をみると、有職では心疾患、脳血管疾患、自殺、不慮

の事故の順となっているが、無職では心疾患、肺炎、脳血管疾患、不慮の事故の順と

なっている。（表 6-1） 

 

表６-１ 男の就業状態・職業別にみた主要死因別死亡数及び構成割合 －平成22年度－  
 

職　　　　　　　業 全死因 悪性
新生物

心疾患
（高血圧性を

除く）

脳血管
疾患

肺　炎 老　衰 不慮の
事故

自　殺 その他の
死因

総　　　　　　　　　　　数 641 816 212 246 90 791 60 539 65 196 11 381 25 392 20 165 156 106

  就 業 者 総 数　（有　職） 92 032 35 734 12 675 8 007 4 398  543 6 155 7 264 17 256

　　Ａ　管理職 10 558 4 701 1 393  790  613  68  458  476 2 059

　　Ｂ　専門・技術職 12 263 4 938 1 677  999  497  63  731 1 055 2 303

　　Ｃ　事務職 4 185 1 694  561  375  83  8  249  551  664

　　Ｄ　販売職 9 052 3 578 1 266  782  476  55  491  688 1 716

　　Ｅ　サービス職 9 758 3 580 1 401  901  390  47  624  966 1 849

　　Ｆ　保安職 1 079  339  172  97  30  3  98  169  171

　　Ｇ　農林漁業職 19 389 7 316 2 685 1 749 1 426  205 1 396  671 3 941

　　Ｈ　生産工程職 6 811 2 651  885  606  215  14  552  753 1 135

　　Ｉ　 輸送・機械運転職 3 869 1 374  630  379  93  6  365  409  613

　　Ｊ　建設・採掘職 6 301 2 359  770  523  155  15  650  767 1 062

　　Ｋ　運搬・清掃・包装等職 1 643  523  263  168  46  1  175  172  295

　　Ｌ　職業不詳 7 124 2 681  972  638  374  58  366  587 1 448

　無　　　　　　　職 493 262 157 862 69 917 47 524 56 076 10 130 16 413 9 957 125 383

　不　　　　　　　詳 56 522 18 650 8 199 5 008 4 722  708 2 824 2 944 13 467

総　　　　　　　　　　　数  100.0  33.1  14.1  9.4  10.2  1.8  4.0  3.1  24.3

  就 業 者 総 数　（有　職）  100.0  38.8  13.8  8.7  4.8  0.6  6.7  7.9  18.8

　　Ａ　管理職  100.0  44.5  13.2  7.5  5.8  0.6  4.3  4.5  19.5

　　Ｂ　専門・技術職  100.0  40.3  13.7  8.1  4.1  0.5  6.0  8.6  18.8

　　Ｃ　事務職  100.0  40.5  13.4  9.0  2.0  0.2  5.9  13.2  15.9

　　Ｄ　販売職  100.0  39.5  14.0  8.6  5.3  0.6  5.4  7.6  19.0

　　Ｅ　サービス職  100.0  36.7  14.4  9.2  4.0  0.5  6.4  9.9  18.9

　　Ｆ　保安職  100.0  31.4  15.9  9.0  2.8  0.3  9.1  15.7  15.8

　　Ｇ　農林漁業職  100.0  37.7  13.8  9.0  7.4  1.1  7.2  3.5  20.3

　　Ｈ　生産工程職  100.0  38.9  13.0  8.9  3.2  0.2  8.1  11.1  16.7

　　Ｉ　 輸送・機械運転職  100.0  35.5  16.3  9.8  2.4  0.2  9.4  10.6  15.8

　　Ｊ　建設・採掘職  100.0  37.4  12.2  8.3  2.5  0.2  10.3  12.2  16.9

　　Ｋ　運搬・清掃・包装等職  100.0  31.8  16.0  10.2  2.8  0.1  10.7  10.5  18.0

　無　　　　　　　職  100.0  32.0  14.2  9.6  11.4  2.1  3.3  2.0  25.4

注：その他の死因には死因不詳が含まれる。

死　　亡　　数　(人）

構　　成　　割　　合　　（％）

 

 

 

 

 



   - 10 - 

次に、平成 22 年度の女の死亡について就業状態別に主要死因別構成割合をみると、

有職、無職とも最も多いのが悪性新生物で、有職が 37.9%、無職が 23.8%となってい

る。（前回は、有職 38.3％、無職 25.1％） 

悪性新生物の占める割合を職業別にみると、最も高いのが「事務職」で 49.5%、最

も低いのが「農林漁業職」で 31.2%となっている。 

悪性新生物に次いで多い死因をみると、有職、無職とも心疾患、脳血管疾患、肺炎

の順となっている。（表 6-2） 

 
表６-２ 女の就業状態・職業別にみた主要死因別死亡数及び構成割合 －平成22年度－ 

職　　　　　　　業 全死因 悪性
新生物

心疾患
（高血圧性を

除く）

脳血管
疾患

肺　炎 老　衰 不慮の
事故

自　殺 その他の
死因

総　　　　　　　　　　　数 573 956 142 650 102 828 64 122 56 806 36 112 18 353 8 489 144 596

  就 業 者 総 数　（有　職） 30 759 11 644 4 098 3 475 1 628  815 1 490 1 489 6 120

　　Ａ　管理職 2 823 1 180  358  266  161  95  89  72  602

　　Ｂ　専門・技術職 3 665 1 612  387  326  163  67  169  280  661

　　Ｃ　事務職 2 419 1 198  205  253  71  21  118  203  350

　　Ｄ　販売職 3 545 1 342  498  399  198  88  140  132  748

　　Ｅ　サービス職 5 231 1 927  689  686  187  99  299  339 1 005

　　Ｆ　保安職  161  66  13  15  12  4  9  12  30

　　Ｇ　農林漁業職 5 649 1 763  927  717  407  227  307  131 1 170

　　Ｈ　生産工程職 1 628  610  205  187  69  29  117  92  319

　　Ｉ　 輸送・機械運転職  659  253  80  69  35  8  32  34  148

　　Ｊ　建設・採掘職  801  290  127  87  42  24  32  29  170

　　Ｋ　運搬・清掃・包装等職  470  153  70  74  18  9  43  16  87

　　Ｌ　職業不詳 3 708 1 250  539  396  265  144  135  149  830

　無　　　　　　　職 499 712 119 026 91 355 56 128 51 222 33 149 15 114 5 923 127 795

　不　　　　　　　詳 43 485 11 980 7 375 4 519 3 956 2 148 1 749 1 077 10 681

総　　　　　　　　　　　数  100.0  24.9  17.9  11.2  9.9  6.3  3.2  1.5  25.2

  就 業 者 総 数　（有　職）  100.0  37.9  13.3  11.3  5.3  2.6  4.8  4.8  19.9

　　Ａ　管理職  100.0  41.8  12.7  9.4  5.7  3.4  3.2  2.6  21.3

　　Ｂ　専門・技術職  100.0  44.0  10.6  8.9  4.4  1.8  4.6  7.6  18.0

　　Ｃ　事務職  100.0  49.5  8.5  10.5  2.9  0.9  4.9  8.4  14.5

　　Ｄ　販売職  100.0  37.9  14.0  11.3  5.6  2.5  3.9  3.7  21.1

　　Ｅ　サービス職  100.0  36.8  13.2  13.1  3.6  1.9  5.7  6.5  19.2

　　Ｆ　保安職  100.0  41.0  8.1  9.3  7.5  2.5  5.6  7.5  18.6

　　Ｇ　農林漁業職  100.0  31.2  16.4  12.7  7.2  4.0  5.4  2.3  20.7

　　Ｈ　生産工程職  100.0  37.5  12.6  11.5  4.2  1.8  7.2  5.7  19.6

　　Ｉ　 輸送・機械運転職  100.0  38.4  12.1  10.5  5.3  1.2  4.9  5.2  22.5

　　Ｊ　建設・採掘職  100.0  36.2  15.9  10.9  5.2  3.0  4.0  3.6  21.2

　　Ｋ　運搬・清掃・包装等職  100.0  32.6  14.9  15.7  3.8  1.9  9.1  3.4  18.5

　無　　　　　　　職　  100.0  23.8  18.3  11.2  10.3  6.6  3.0  1.2  25.6

注：その他の死因には死因不詳が含まれる。

死　　亡　　数　(人）

構　　成　　割　　合　　（％）
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(3) 産業別にみた主要死因別死亡 

平成 22 年度の有職の男の死亡について産業別に主要死因別構成割合をみると、悪性新

生物が最も高いのは「金融業，保険業」で 44.2%、最も低いのは「不動産業，物品賃貸業」

で 34.9%となっている。 

心疾患についてみると、最も高いのは「その他のサービス業」で 16.0%、最も低いのは

「金融業，保険業」で 12.0%となっており、脳血管疾患をみると、最も高いのは「その他

のサービス業」で 9.9%、最も低いのは「漁業」及び「公務」で 7.2%となっている。（表

7-1） 

 
表７-１ 男の就業状態・産業別にみた主要死因別死亡数及び構成割合 －平成22年度－ 

 

 産　　　　　　　業

全死因 悪性
新生物

心疾患
（高血圧性を

除く）

脳血管
疾患

肺　炎 老　衰 不慮の
事故

自　殺 その他の
死因

総　　　　　　　　　　　数 641 816 212 246 90 791 60 539 65 196 11 381 25 392 20 165 156 106

 就　業　者　総　数　（有　職） 92 032 35 734 12 675 8 007 4 398  543 6 155 7 264 17 256

　第1次産業 20 293 7 655 2 829 1 847 1 450  207 1 447  726 4 132

　　A 農業，林業 18 756 7 068 2 617 1 736 1 380  198 1 246  650 3 861

　　B 漁業 1 537  587  212  111  70  9  201  76  271

　第2次産業 20 234 8 125 2 584 1 674  674  56 1 596 2 124 3 401

　　C 鉱業，採石業，砂利採取業  524  207  65  48  18  1  30  53  102

　　D 建設業 9 219 3 640 1 163  764  281  24  835 1 014 1 498

　　E 製造業 10 491 4 278 1 356  862  375  31  731 1 057 1 801

　第3次産業 40 303 15 587 5 742 3 541 1 679  195 2 501 3 533 7 525

　　F 電気・ガス・熱供給・水道業 1 841  742  233  148  41  3  146  205  323

　　G 情報通信業 1 729  667  228  158  70  7  116  183  300

　　H 運輸業，郵便業 4 839 1 751  770  469  106  5  434  512  792

　　I 卸売業，小売業 8 796 3 568 1 232  769  460  43  457  595 1 672

　　J 金融業，保険業 1 238  547  149  99  35  2  73  128  205

　　K 不動産業，物品賃貸業 2 953 1 030  454  258  253  51  118  110  679

　　L 学術研究，専門・技術サービス業 2 125  880  266  172  89  9  102  176  431

　　M 宿泊業，飲食サービス業 3 217 1 250  442  280  112  5  198  323  607

　　N 生活関連サービス業，娯楽業 2 986 1 123  426  257  124  20  184  258  594

　　O 教育，学習支援業 1 070  453  137  94  53  2  47  97  187

　　P 医療，福祉 2 504  970  363  204  102  19  123  217  506

　　Q 複合サービス事業  446  160  67  38  11  1  28  64  77

　　R その他のサービス業 4 547 1 649  728  450  190  25  309  332  864

　　S 公務 2 012  797  247  145  33  3  166  333  288

　　T 産業不詳 11 202 4 367 1 520  945  595  85  611  881 2 198

 無　　　　　　職　 493 262 157 862 69 917 47 524 56 076 10 130 16 413 9 957 125 383

 不　　　　　　詳　 56 522 18 650 8 199 5 008 4 722  708 2 824 2 944 13 467

総　　　　　　　　　　　数  100.0  33.1  14.1  9.4  10.2  1.8  4.0  3.1  24.3

  就　業　者　総　数　（有　職）  100.0  38.8  13.8  8.7  4.8  0.6  6.7  7.9  18.8

　第1次産業  100.0  37.7  13.9  9.1  7.1  1.0  7.1  3.6  20.4

　　A 農業，林業  100.0  37.7  14.0  9.3  7.4  1.1  6.6  3.5  20.6

　　B 漁業  100.0  38.2  13.8  7.2  4.6  0.6  13.1  4.9  17.6

　第2次産業  100.0  40.2  12.8  8.3  3.3  0.3  7.9  10.5  16.8

　　C 鉱業，採石業，砂利採取業  100.0  39.5  12.4  9.2  3.4  0.2  5.7  10.1  19.5

　　D 建設業  100.0  39.5  12.6  8.3  3.0  0.3  9.1  11.0  16.2

　　E 製造業  100.0  40.8  12.9  8.2  3.6  0.3  7.0  10.1  17.2

　第3次産業  100.0  38.7  14.2  8.8  4.2  0.5  6.2  8.8  18.7

　　F 電気・ガス・熱供給・水道業  100.0  40.3  12.7  8.0  2.2  0.2  7.9  11.1  17.5

　　G 情報通信業  100.0  38.6  13.2  9.1  4.0  0.4  6.7  10.6  17.4

　　H 運輸業，郵便業  100.0  36.2  15.9  9.7  2.2  0.1  9.0  10.6  16.4

　　I 卸売業，小売業  100.0  40.6  14.0  8.7  5.2  0.5  5.2  6.8  19.0

　　J 金融業，保険業  100.0  44.2  12.0  8.0  2.8  0.2  5.9  10.3  16.6

　　K 不動産業，物品賃貸業  100.0  34.9  15.4  8.7  8.6  1.7  4.0  3.7  23.0

　　L 学術研究，専門・技術サービス業  100.0  41.4  12.5  8.1  4.2  0.4  4.8  8.3  20.3

　　M 宿泊業，飲食サービス業  100.0  38.9  13.7  8.7  3.5  0.2  6.2  10.0  18.9

　　N 生活関連サービス業，娯楽業  100.0  37.6  14.3  8.6  4.2  0.7  6.2  8.6  19.9

　　O 教育，学習支援業  100.0  42.3  12.8  8.8  5.0  0.2  4.4  9.1  17.5

　　P 医療，福祉  100.0  38.7  14.5  8.1  4.1  0.8  4.9  8.7  20.2

　　Q 複合サービス事業  100.0  35.9  15.0  8.5  2.5  0.2  6.3  14.3  17.3

　　R その他のサービス業  100.0  36.3  16.0  9.9  4.2  0.5  6.8  7.3  19.0

　　S 公務  100.0  39.6  12.3  7.2  1.6  0.1  8.3  16.6  14.3

　無　　　　　　　職　  100.0  32.0  14.2  9.6  11.4  2.1  3.3  2.0  25.4

注：その他の死因には死因不詳が含まれる。

死　　亡　　数　(人）

構　　成　　割　　合　　（％）
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次に平成 22 年度の有職の女の死亡について産業別に主要死因別構成割合をみると、

悪性新生物が最も高いのは「教育，学習支援業」で 49.1%、最も低いのは「不動産業，

物品賃貸業」で 31.5%となっている。 

心疾患についてみると、最も高いのは「不動産業，物品賃貸業」で 17.2%、最も低

いのは「公務」で 7.1%となっており、脳血管疾患をみると、最も高いのは「宿泊業，

飲食サービス業」で 13.1%、最も低いのは「電気・ガス・熱供給・水道業」で 7.5%と

なっている。（表 7-2） 
 
 

表７-２ 女の就業状態・産業別にみた主要死因別死亡数及び構成割合 －平成22年度－ 
  

産　　　　　　　業

全死因 悪性
新生物

心疾患
（高血圧性を

除く）

脳血管
疾患

肺　炎 老　衰 不慮の
事故

自　殺 その他の
死因

総　　　　　　　　　　　数 573 956 142 650 102 828 64 122 56 806 36 112 18 353 8 489 144 596

 就　業　者　総　数　（有　職） 30 759 11 644 4 098 3 475 1 628  815 1 490 1 489 6 120

　第1次産業 6 005 1 926  968  756  434  232  315  139 1 235

　　A 農業，林業 5 628 1 793  925  713  410  224  276  123 1 164

　　B 漁業  377  133  43  43  24  8  39  16  71

　第2次産業 4 506 1 844  545  476  214  94  228  232  873

　　C 鉱業，採石業，砂利採取業  168  77  16  18  10  2  6  13  26

　　D 建設業 1 508  634  194  154  73  42  60  61  290

　　E 製造業 2 830 1 133  335  304  131  50  162  158  557

　第3次産業 15 180 6 035 1 880 1 700  671  317  736  889 2 952

　　F 電気・ガス・熱供給・水道業  388  142  48  29  24  13  16  16  100

　　G 情報通信業  476  195  53  49  23  9  26  28  93

　　H 運輸業，郵便業  846  330  113  96  40  17  42  46  162

　　I 卸売業，小売業 3 503 1 353  473  407  164  75  158  156  717

　　J 金融業，保険業  494  233  55  53  21  3  18  32  79

　　K 不動産業，物品賃貸業 1 450  457  250  151  120  64  31  26  351

　　L 学術研究，専門・技術サービス業  586  250  65  55  30  13  27  31  115

　　M 宿泊業，飲食サービス業 1 843  703  247  242  59  12  106  123  351

　　N 生活関連サービス業，娯楽業 1 567  649  163  195  54  31  87  84  304

　　O 教育，学習支援業  582  286  62  57  13  5  35  35  89

　　P 医療，福祉 1 604  714  148  164  42  17  100  183  236

　　Q 複合サービス事業  151  69  15  15  5  4  7  8  28

　　R その他のサービス業 1 194  420  153  146  59  38  57  72  249

　　S 公務  496  234  35  41  17  16  26  49  78

　　T 産業不詳 5 068 1 839  705  543  309  172  211  229 1 060

 無　　　　　　職　 499 712 119 026 91 355 56 128 51 222 33 149 15 114 5 923 127 795

 不　　　　　　詳　 43 485 11 980 7 375 4 519 3 956 2 148 1 749 1 077 10 681

総　　　　　　　　　　　数  100.0  24.9  17.9  11.2  9.9  6.3  3.2  1.5  25.2

  就　業　者　総　数　（有　職）  100.0  37.9  13.3  11.3  5.3  2.6  4.8  4.8  19.9

　第1次産業  100.0  32.1  16.1  12.6  7.2  3.9  5.2  2.3  20.6

　　A 農業，林業  100.0  31.9  16.4  12.7  7.3  4.0  4.9  2.2  20.7

　　B 漁業  100.0  35.3  11.4  11.4  6.4  2.1  10.3  4.2  18.8

　第2次産業  100.0  40.9  12.1  10.6  4.7  2.1  5.1  5.1  19.4

　　C 鉱業，採石業，砂利採取業  100.0  45.8  9.5  10.7  6.0  1.2  3.6  7.7  15.5

　　D 建設業  100.0  42.0  12.9  10.2  4.8  2.8  4.0  4.0  19.2

　　E 製造業  100.0  40.0  11.8  10.7  4.6  1.8  5.7  5.6  19.7

　第3次産業  100.0  39.8  12.4  11.2  4.4  2.1  4.8  5.9  19.4

　　F 電気・ガス・熱供給・水道業  100.0  36.6  12.4  7.5  6.2  3.4  4.1  4.1  25.8

　　G 情報通信業  100.0  41.0  11.1  10.3  4.8  1.9  5.5  5.9  19.5

　　H 運輸業，郵便業  100.0  39.0  13.4  11.3  4.7  2.0  5.0  5.4  19.1

　　I 卸売業，小売業  100.0  38.6  13.5  11.6  4.7  2.1  4.5  4.5  20.5

　　J 金融業，保険業  100.0  47.2  11.1  10.7  4.3  0.6  3.6  6.5  16.0

　　K 不動産業，物品賃貸業  100.0  31.5  17.2  10.4  8.3  4.4  2.1  1.8  24.2

　　L 学術研究，専門・技術サービス業  100.0  42.7  11.1  9.4  5.1  2.2  4.6  5.3  19.6

　　M 宿泊業，飲食サービス業  100.0  38.1  13.4  13.1  3.2  0.7  5.8  6.7  19.0

　　N 生活関連サービス業，娯楽業  100.0  41.4  10.4  12.4  3.4  2.0  5.6  5.4  19.4

　　O 教育，学習支援業  100.0  49.1  10.7  9.8  2.2  0.9  6.0  6.0  15.3

　　P 医療，福祉  100.0  44.5  9.2  10.2  2.6  1.1  6.2  11.4  14.7

　　Q 複合サービス事業  100.0  45.7  9.9  9.9  3.3  2.6  4.6  5.3  18.5

　　R その他のサービス業  100.0  35.2  12.8  12.2  4.9  3.2  4.8  6.0  20.9

　　S 公務  100.0  47.2  7.1  8.3  3.4  3.2  5.2  9.9  15.7

　無　　　　　　　職　  100.0  23.8  18.3  11.2  10.3  6.6  3.0  1.2  25.6

注：その他の死因には死因不詳が含まれる。

死　　亡　　数　(人）

構　　成　　割　　合　　（％）

 


